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 ２０２５年度三郷サンサンハウス事業報告 

（２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日） 

【三郷サンサンハウスの三つの理念】 

1. 住み慣れたまちで暮らしつづけるために必要な支援を幅広く行います 

2. 利用者や地域から信頼される事業所・職員として成長します 

3. 安全・平等・平和な社会環境づくりの一端を担います 

 

Ⅰ 事業実施の方針 

〔１.   はじめに〕 

２０２５年度は業績面では厳しい結果となり、法人として模索を続けた一年となりまし

た。最大の要因は介護収入が目標に届かず収益が伸び悩んだことです。国内にお

ける６５歳以上の人口の割合は今後も増加し、ピークを迎えるのは２０４０年（令和２２

年）頃と推定されています。介護保険事業の需要自体で、その状況は十分に理解

しつつも、それに合わせた事業展開ができなかったことは大きな反省点です。利用

者および職員が安心して過ごせる環境を維持するには安定した経営基盤の確立は

不可欠です。年度末には回復の兆しも見られたことから、その動きを来年度の計画

に繋げられるよう、本年度の経験を糧として省みました。 

 

Ａ.1年間の取り組み 

〇定期的な研修や学習の機会を設け、利用者の立場を心身両面から理解し、配慮

ある支援ができる人材の育成に力を注ぎました。 

〇施設の老朽化に対して必要な修繕・整備を計画的に実施しました。 

〇職員が安心して長く働ける職場環境づくりの一環として、新たに「確定給付企業

年金制度」を導入しました。 

 

Ｂ.経営改善への取り組み 

〇利用者および家族、近隣住民からの相談に積極的に対応し、地域で暮らし続け

ることができるよう支援体制の強化に努めました。 

〇助成金や処遇改善加算を活用し年 2回の基本給改定を実施するなど、継続的な

賃金改善を行いました。 

〇育児や介護と両立できるよう、シフト調整や休暇取得のしやすい体制整備を進め

ました。また常勤、非常勤ともに短時間勤務が可能な制度を整備しました。 
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Ｃ.地域との関わり 

〇サンサンニュースを継続的に発行し、地域への認知度向上と当法人活動への理

解促進に努めました。 

〇地元自治会が主催するイベントや防災訓練に参加して、地域住民との交流を図

り地域に根差した事業所としての役割を果たしました。 

〇手ごろな価格で地域住民に部屋を貸し出すレンタルルーム事業を継続しました。

生涯学習や憩いの交流場所として活用していただけるよう運用方法の検討を行い

ました。 

 

〔２．特定非営利活動に係る事業〕 

（１）介護保険法に基づくデイサービス事業及び第 1号通所事業 

    ２０２５年度事業計画なし 

 

 

（２）デイサービスセンターくるみ（介護保険法に基づくデイサービス事業 

                                     及び第 1 号通所事業） 

Ａ.１年間の取り組み   

〇機能訓練特化型デイサービスとして、機能訓練に加え、豆まきやハロウィン、クリ

スマスなどの季節行事や、花見や買い物などの外出支援を実施しました。普段は

出かけることが少ない利用者も「出かけられたことが嬉しい」と喜び、日々の機能訓

練の意欲向上に繋がりました。 

〇利用時には身体に関することだけでなく、様々な相談を受けることがあります。管

理者と生活相談員だけでなく、職員一人ひとりが利用者に向き合い傾聴し、提案で

きるようになってきています。 

〇地域密着型事業所交流会が始まり、生活相談員が参加しています。他施設との

交流を通じ、今後の事業展開についても考えられるようになってきました。 

 

Ｂ.経営改善への取り組み 

〇上半期は利用者が減ったまま定員まで増やすことができずに経営的に不安定で

した。利用者確保につながる動きはしていたものの、定員に達するまでに数か月か

かりました。現在は定員を満たし安定した経営を維持しています。今後も居宅介護

支援事業所をこまめに訪問し、すぐに紹介してもらえるような関係を作っていきます。 

 

Ｃ.地域との関わり 

〇運営推進会議を開催し地域住民にくるみを知ってもらう活動をしています。地域

密着型事業所交流会で「他の施設の運営推進会議にも参加したい」という意見が

あり、参加することで相互理解を深めました。 
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（３）ヘルパーステーション（介護保険法に基づく訪問介護事業及び第１号 

                                       訪問事業）  

Ａ.１年間の取り組み 

〇月平均５０名（うち訪問介護３６名、介護タクシーのみ１４名）を支援しました。1 か

月あたりの平均実施回数は、身体介護中心型１２８回、生活援助１１３回、介護タク

シー７１回でした。 

〇常勤２名（管理者兼サービス提供責任者１名、ヘルパー１名）、非常勤９名（ヘル

パー７名、ドライバー１名、事務兼サービス提供責任者１名）の体制で活動しました。 

 

Ｂ.経営改善への取り組み  

〇毎月のヘルパー会議では、利用者・家族への生活上の助言や、事故防止のため

の室内環境の改善などについて検討し、在宅支援の向上に努めました。 

〇ケアマネジャーへの報告、連絡、提案を積極的に行い、困難な事例にも対応でき

る体制を整えました。 

〇常勤職員の増員により、早朝、夕方の時間外訪問や、身体介護の依頼にも柔軟

に対応できるようになりました。 

 

Ｃ.地域との関わり 

〇連携する居宅介護支援事業所１０社のケアマネジャーから依頼を受けています。

新規依頼には迅速に対応し、医療機関や家族との連携を図りながら、利用者の状

態変化に応じた支援を行いました。できることを活かし、自宅での生活継続を支える

役割を担いました。 

 

 

（４）小規模多機能ホーム萌の里（介護保険法に基づく小規模多機能型居宅 

                                        介護事業） 

Ａ.１年間の取り組み 

〇利用者本人を中心に家族、地域、事業所、医療機関、行政との連携を図り、住み

慣れた地域で望む暮らしが継続できるよう支援しました。 

〇職員の専門性向上のため、介護福祉士および居宅介護支援専門員(ケアマネジ

ャー)の資格取得を推奨しました。今年度は非常勤職員２名が実務者研修を受講し、

介護福祉士試験に挑戦しました。シフト調整や勤務時間の配慮を行い、働きながら

学べる環境整備に努めました。 

〇防災対策として、簡易担架を使用した避難訓練、通報訓練、消火訓練を実施し

ました。職員だけでなく、利用者や自治会防災部と合同で行い、地域と連携した実

践的な訓練となりました。また、地域の防災訓練にも積極的に参加し、災害時にお

ける業務継続体制を強化しました。 
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Ｂ.経営改善への取り組み 

〇施設入所や亡くなられる利用者が重なったため、年間平均利用者数は前年度比

で５名減り収益が大きく減少しました。近隣病院の地域連携室や、居宅介護支援事

業所への継続的な働きかけを行い、下半期より徐々に利用者数が回復し、年度末

には登録定員の２９名を支援する体制となりました。 

〇調理および配膳の専任職員を配置し、介護職員が途切れることなく利用者支援

に専念できる体制を整えました。職員がより能力を発揮できるよう役割分担を行い、

働きやすい勤務体制づくりを進めました。 

〇バイタルサインの電子記録を導入し、健康状態の把握と情報共有を強化しました。

体調変化は、本人・家族・主治医と迅速に共有し、異常の早期発見と早期対応に努

めました。 

 

C.地域とのかかわり 

〇７月の流しそうめん、８月の地蔵盆、１０月の観月祭は、利用者・家族だけでなく５

０名以上の地域住民が参加し大盛況でした。 

〇「おばあちゃんの駄菓子屋」には毎月近隣の子どもや保護者が訪れ、利用者が

店番をしながら世代間交流を楽しみました。 

〇クリスマス会や新年会には地域ボランティアが参加しました。人形のダンスや三絃

の披露など、世代を超えた温かい交流の場となりました。 

〇三室地区のすこやか体操、夜回り、防災訓練、防犯会議、秋祭り等に積極的に

参加しました。また、三室地区、東信貴ケ丘地区、立野地区など、利用者の居住地

域の自治会行事や老人会行事にも毎月参加し、必要に応じて送迎や付添をしまし

た。 

〇三室老人会からの依頼を受け、介護や萌の里の取り組みについて説明し、地域

高齢者が安心して利用できるよう介護の情報提供を行いました。 

〇１１月の三室フェスティバルでは、「おばあちゃんの駄菓子屋」と「サンサンサロン

の手作り小物」を出店し好評でした。 

〇オレンジカフェ、三郷町キャラバンメイト連絡会に毎月継続して参加し、認知症の

啓発活動を行いました。今年度は三郷町地域密着型事業所連絡会が発足し、運営

推進会議へ相互参加するなど、他施設との連携を深めました。また、地域包括支援

センターと協力し認知症講演会を開催しました。講演会のシンポジウムではパネリス

トとして参加し、認知症当事者や家族の思い、事業所や地域の役割などを発信する

貴重な機会を持つことができました。 

〇小規模多機能ネットワーク連絡会や、生駒郡・三郷町のケアマネジャー研修・会

議に参加し、情報共有と知識の向上に努めました。 

〇３か月に一度開催している運営推進会議では、萌の里の取り組み報告に加え、

地域課題や介護の現状について意見交換を行い、地域に根差した運営を目指しま



5 

した。 

 

 

(５) 居宅介護支援事業所(介護保険法に基づく居宅介護支援事業） 

Ａ.１年間の取り組み 

〇認知症利用者の増加に対して、認知症に対する理解や知識を深め、必要なケア

や関わりを実際のケアマネジメントに反映できるよう各種研修に参加しました。ケア

マネジャー各々が担当している事例検討を通じて、専門性向上に努めました。 

〇昨年に引き続き今年度も奈良県介護支援専門員実務研修に係る実習生を受け

入れ、実習を指導しました。その実習生が修了後に当法人に就職を希望してくれて、

現在ケアマネジャーとして勤務しています。新人ケアマネジャーへのアドバイス等を

通じて、部署内のコミュニケーションが図られ、活気が出ています。 

〇介護保険サービスだけに頼るのではなく、本人にできることは継続できるようサポ

ートし、また家族や地域住民の理解や協力も得やすいよう、日頃からの連携を大切

にしました。 

 

Ｂ.経営改善への取り組み  

〇要支援・要介護者に状態変化があったときは、区分変更や更新申請を適正かつ

迅速に行った結果、下半期より要介護者数が要支援者数を上回り介護報酬の安定

の足掛かりとなりました。 

〇居宅介護支援費に上乗せされる特定事業所加算を引き続き取得できるよう体制

を維持しました。 

 

Ｃ.地域との関わり 

〇地域で暮らし続けるための基盤を整え、地域包括ケアシステムを作る働きかけを

することは、ケアマネジャーの新たな役割です。日頃から地域住民や利用者からの

生の声を聴き、地域のニーズを抽出する意識を持って業務にあたりました。 

〇地域住民に慕われ信頼される事業所として、日常の相談業務は懇切丁寧を心が

け、困ったときにはいつでも介護相談に乗れる体制を整えました。 

 

 

(６）ヘルパーステーション(障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する 

ための法律に基づく障害福祉サービス事業） 

Ａ.１年間の取り組み           

〇家事援助２名、通院介助１名の計３名を、介護保険のヘルパーが兼務で支援し

ました。転倒などの緊急時にも相談支援専門員と連携し対応することができました。 
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Ｂ.経営改善への取り組み 

〇障害特性についての理解や知識を深め、きめ細やかな支援を心がけました。 

〇介護保険、障害福祉の両方のサービスを担える事業所として認知され、両方の

支援が必要な世帯の相談を受けました。事業所の強みを活かした支援を行うことが

できました。 

 

Ｃ.地域との関わり 

〇３か所の特定相談支援事業所からの依頼を受けています。必要に応じて、訪問

看護事業所、成年後見人、就労支援事業所に報告し連携を図っています。 

〇障害福祉サービスだけで賄えない通院介助には、三郷町から委託を受けた移動

支援事業で対応し、滞ることなく通院継続を支援しました。 

             

 

(７）特定相談支援事業所（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す 

るための法律に基づく特定相談支援事業） 

２０２５年度事業計画なし 

 

 

(８）介護保険法に基づく訪問看護事業  ２０２５年度実施計画なし 

 

 

(９）サンサンサロン（自立支援事業） 

Ａ.１年間の取り組み 

〇月一回手作りおやつの提供をしました。麻雀メンバーは、時間いっぱいまで麻雀

をするためおやつの提供をしていませんが、持ち帰りのできるプリン等のお菓子は

全員分用意しました。１２月のクリスマスケーキと１月の白玉ぜんざいは、麻雀を少し

早く終えて、全員一緒にいただきました。 

〇お花見は手芸メンバーだけで行きましたが、１２月のランチ会は全員に参加を募

って出かけました。 

〇安価な刺繡図案を購入し、継続して取り組んでいます。 

〇在庫の手芸材料を活用し、ボタンやリボン、毛糸を使うものをみんなで考えて巾

着袋やベストを制作しました。 

〇植木の刈込や庭の草刈りを定期的に行い環境整備に取り組みました。  

 

Ｂ.経営改善への取り組み 

〇効率的な運営体制を模索し、職員一人での運営を進めましたが、新しい作品提

案等に時間を要する為、人件費は毎回 1時間程度の削減にとどまりました。  
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Ｃ.地域との関わり 

〇三室フェスティバルに参加し手作り品を販売しました。作品の構想から制作まで

サロンメンバーと職員３名が一緒にかかわりました。 

 

 

(10）２４時間生活支援事業（たすけあいの会） 

Ａ.１年間の取り組み 

〇月平均では５名、３６回程度の支援を行いました。介護保険では対応できない、

多岐にわたる自費サービスを提供しました。 

〇訪問ヘルパーやサンサンハウスの職員が兼務して活動しました。 

 

Ｂ.経営改善への取り組み 

〇介護度自立、６５歳以下の方から、「怪我で急に今までできていたことができなく

なった」と自費での依頼を受けました。特定疾病の診断後に介護認定を受けたこと

で自費から介護保険へ円滑に移行し、継続して支援をすることができました。 

〇介護事業所のメリットを活かし、身体の変化、生活の困りごとの相談に対して助言

を行いました。 

 

Ｃ.地域との関わり 

〇地域にある介護事業所として、介護保険の利用ができない方にも安心して利用し

ていただけるよう努めました。 

〇自立から介護保険の支援への移行期を、ケアマネジャーと連携して支援しました。 

 

 

(11) 高齢者の家あかねの里（共同住宅事業） 

Ａ.１年間の取り組み 

〇家族との連絡を密に行い、入居者の様子や過ごし方について情報共有し安心し

ていただけるよう心掛けました。 

〇医療機関と連携し、緊急時の対応を迅速にできるよう協力体制を整備しました。 

〇入居者と一緒にテレビ体操や音楽に合わせて体を動かす時間を作りました。 

 

Ｂ.経営改善への取り組み 

〇スキルアップの為資格取得に努め、介護技術の向上に繋げました。 

〇より細かいところまで支援が行き届くように担当制を導入しました。 

〇劣化により不具合が生じた設備の交換、修理を行いました。 
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Ｃ.地域との関わり 

〇地域住民の困りごとの相談場所や災害時の支援拠点としての役割を担うよう、環

境を整備しました。 

 

 

(12）ボランティア育成及び広報・研修事業 

Ａ.１年間の取り組み 

〇サンサンニュースを年二回発行しました。校正や配布作業、記事の音声化などを

ボランティアの方に手伝っていただきました。ニュースをきっかけに「サンサン会に入

会したい」、「何か事業所で手伝えることはないか」といった、ありがたい申し出をい

ただき、活動の広がりに繋がりました。 

〇ハラスメント対策について昨年に引き続き動画研修を実施し、全職員が受講する

ことで共有理解を深めました。また、認知症、感染症対策、防災をテーマとした計 3

回の事業所内研修を開催し、職員の知識や技術の向上を図りました。 

〇ボランティアの支えがあって、各事業所の運営やイベント、サンサンニュースの発

行などの広報活動が成り立っています。日頃の協力に感謝を忘れず誠実な対応を

心がけました。 

 

Ｂ.経営改善への取り組み 

〇時代に即した広報活動として、ホームページやインスタグラム等を活用し、当法

人の日常を継続的に発信しました。 

〇ボランティアの皆さんより頂いた様々な意見を法人運営に反映しました。一年間

の活動への感謝を込めて、ささやかな記念品をお渡ししました。 

 

Ｃ.地域との関わり 

〇サンサンニュースを通じて、新たなボランティアの参加に繋がりました。曜日や時

間帯、活動内容について双方の希望を踏まえて十分に話し合い、継続的な活動と

なるよう配慮しました。 

 

 

(13）福祉タクシー（外出支援事業） 

Ａ.１年間の取り組み 

〇送迎は介護保険利用が主で、介護保険外の福祉タクシー利用は月 2～3回程度

でした。 

〇普通自動車二種免許および介護福祉士資格を持つドライバー１名、登録車両１

台で送迎を行いました。 

〇利用ごとの清掃、消毒、換気を徹底し、安全で快適な環境の維持に努めました。 
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Ｂ.経営改善への取り組み 

〇安全運転および安心できる乗降介助を徹底し、また利用したいと言っていただけ

るような丁寧な対応を心がけました。 

〇予約制を基本としつつ、可能な限り緊急利用にも対応しました。 

 

Ｃ.地域との関わり 

〇タクシー券の利用対象地域住民からの依頼に対応しました。 

 

 

 (14）給食サービス事業   ２０２５年度事業計画なし 

    

 

(15）グループホーム事業  ２０２５年度事業計画なし 

 

 

(16）地域交流支援事業 

Ａ.１年間の取り組み 

〇萌の里で定期的に開催している「おばあちゃんの駄菓子屋」や秋の夜長を一緒

に楽しむ「観月祭」の実施、地元自治会のイベント参加等、一年を通じて地域の一

員として交流を深め、近隣住民と共に楽しみました。 

 

Ｂ.経営改善への取り組み 

〇元々デイサービスとして利用していた部屋をレンタルスペースとして活用していく

ために、紙面および SNS でも周知を行いましたが利用拡大には至りませんでした。

地域住民に気軽に利用してもらえる場所となるよう活用方法を模索しています。 

 

C.地域との関わり 

〇気軽に運動を楽しんでもらえるよう、くるみ Styleではヨガ、リハビリ、レッドコード等

の一般向けプログラムを実施しました。地域住民が継続的に参加する健康づくりの

場となりました。 

 

 

［３．その他の事業］ 

 (１）物品販売事業 

Ａ.１年間の取り組み 

〇本部建物玄関フロアで通年販売しているほうじ茶および緑茶は人気商品で、自

宅用や贈答用として継続的な購入がありました。 
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〇法人職員が提供する旬の野菜を販売しました。朝採れなので新鮮で美味しいと

評判です。良心的な価格設定により、入荷されるとすぐに売り切れる場合もありまし

た。 

 

Ｂ.経営改善への取り組み 

〇利用者や近所の方に喜んでもらえるよう、できるだけ価格を抑えて販売してきまし

たが、原価高騰に伴い、やむを得ず人気商品である緑茶の価格を改訂しました。 

〇サンサンサロンで制作した品物を、法人活動の協力に対する感謝として活用しま

した。 

 

Ｃ.地域との関わり 

〇例年開催されている地元自治会主催のイベントに参加して、トートバッグやアクセ

サリー、クリスマスの飾りなど、サロンメンバーや職員によるハンドメイドの小物を販売

し、地域住民と交流しました。売上金はサロンの運営資金として活用しました。 


